
１ 　 第 7 7 9 5 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ １ 月 １ ２ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

電 話

り 出 た ら 、 一 拍 二 拍 、 息 を 吸 い 込 む 気配 が あ り 、 一 瞬 の 沈 黙 が あ っ て 〝 Ｕ 高校 の 同 窓 会 の 葉 書 届 い た ？ 〞 と 言 っ たの よ 。 Ｕ 高 校 は 息 子 の 母 校 よ 。 続 け て早 口 で 何 か 言 っ た の だ け れ ど 、 私 は 聞き 取 れ な か っ た 。  〝 ど ち ら 様 で すか ？ 〞 と 問 う た ら 〝 ど ち ら 様 っ て Ｍ だよ 。 風 邪 ひ い て る ん だ 〞  。 Ｍ は 息 子 の名 前 よ 。 偶 然 、 こ の 日 息 子 が 三 年 振 りに 帰 省 し て い て 入 浴 中 だ っ た の 。 詐 欺電 話 よ 。 テ レ ビ の ニ ュ ー ス 等 で 何 度 も見 た か ら 私 知 っ て た の 。 風 邪 を ひ い てい る 、 と い う の は 声 を ご ま か す 定 番 の

　
薫 さ ん が こ ん な 話 を し て

く れ ま し た 。　 「 夏 の 夕 暮 れ に 電 話 が 鳴

言 葉 よ ね 。 息 子 も 側 に い る こ と だ し詐 欺 電 話 だ と わ か っ た か ら 、 す ぐ に切 っ た わ 。 こ れ か ら ど う お 金 の 話 にな る の か し ら ？

　
電 話 の 男 の 声 は

ね 、 二 十 代 半 ば の 優 し い バ リ ト ン なの よ 。 良 い 声 よ 。 そ れ に 話 し 出 す 前に ち ょ っ と 躊 躇 す る の 。 心 が 揺 れ てい る の で し ょ う 。 詐 欺 電 話 初 心 者 かも ね 。 彼 の 名 は な ん と い う の か しら ？

　
親 か ら 良 い 人 生 を 幸 せ な 一 生

を 、 と 愛 情 を こ め て 贈 ら れ た 名 前 があ る は ず 。 自 分 の 名 を 告 げ よ 、 だ よね 」  。　
私 が 被 害 に 遭 っ た わ け で も な い の

に 、 私 の 胸 は ま だ ド キ ド キ し て い ます 。 電 話 機 も 肩 で 息 を し て い ま す 。暮 れ 行 く 庭 で 黄 色 秋 桜 だ け が 鮮 や かで す 。

人 気 の 「 ブ ッ ク リ サ イ ク ル 」
で 無 料 で 持 ち 帰 れ る 。 時間 は 午 前

1 0時 か ら 午 後 ２

時 ま で 。 午 前 ９ 時 半 から 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 駐 車 場 側 入り 口 で 整 理 券 （ 先 着 ２ ００ 枚 ） が 配 布 さ れ る 。 正午 以 降 は 、 誰 で も 入 場 可能 と な る 。　
点 字 の 名 刺 や し お り を

作 る こ と の で き る 「 点 字で 書 い て み よ う 」 は 、 午前

1 0時 か ら 午 後 ２ 時 ま で

で 、 随 時 参 加 で き る 。　 「 感 動 を 声 に ！

　
第 ６

回 朗 読 マ ラ ソ ン ！ 」 は 、事 前 に エ ン ト リ ー し た 人た ち に よ る 朗 読 を 聞 く こと が で き る 。 午 前

1 0時 半

か ら 正 午 ま で 。 一 方 、
「 朗 読 サ ー ビ ス 体 験 」

は 、 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア
「 愛 メ イ ト 」 の メ ン バ ー

が 選 ん だ 小 説 ・ 絵 本 ・ 雑誌 な ど の 朗 読 を 聞 く こ とが で き る 。 時 間 は 、 午 前
1 0時 か ら 午 後 １ 時 ま で 。

　
「 わ た し の １ さ つ 」

は 、 山 口 市 中 心 商 店 街 にあ る ブ ッ ク マ ン シ ョ ン 型書 店 「 Ｈ Ｏ Ｎ Ｙ Ａ

　
ら

　

る 「 図 書 館 ク イ ズ ｄ ｅ グル グ ル ポ ン 」  （ 午 後 ２ 時半 ま で ） だ 。　
ま た 、  「 ぶ っ く ん に の

っ て み よ う 」  、 絵 本 の 読　
山 口 赤 十 字 病 院 （ 山 口

市 八 幡 馬 場 ） で 、 Ｈ Ｐ Ｖワ ク チ ン （ 子 宮 頸 が ん 予防 ワ ク チ ン ） の 休 日 接 種が 、

1 6日 と

2 4日
　

（ 月 ・ 振

休 ） の ２ 回 実 施 さ れ る 。対 象 は 、 キ ャ ッ チ ア ッ プ接 種 の 対 象 者 （ １ ９ ９ ７年 度 か ら ２ ０ ０ ８ 年 度 生ま れ の 女 性 で 、

2 2年 ４ 月

か ら

2 5年 ３ 月 ま で に Ｈ Ｐ

Ｖ ワ ク チ ン を １ 回 以 上 接種 し た 人 ） お よ び 定 期 接種 対 象 者 （ 小 学 ６ 年 か ら高 校 １ 年 相 当 ま で の 女子 ）  。 時 間 は 両 日 と も 午前 ９ 時 か ら 正 午 ま で で 、公 費 に よ り 料 金 は 無 料 。　
接 種 に は 、 申 し 込 み フ

ォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） か 電 話 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

０ １ １ １ ） で の

予 約 が 必 要 だ 。 締 め 切 り

日  （ 木 ）  。 み 聞 か せ や 工 作 会 の 「 おは な し ひ ろ ば 」  、  「 こ ど もス タ ン プ ラ リ ー 」  、 など 、 子 ど も 向 け の 催 し も用 意 さ れ て い る 。

　 「 第2 2回 山
口 市 立中 央 図書 館 まつ り 」が 、

1 6

日

（ 日 ）  に
同館

（

☎

０

８３

－

９

０１

－

１

０ ４ ０ ） の あ る Ｙ Ｃ Ａ Ｍ（ 山 口 市 中 園 町 ７ ） で 開か れ る 。 時 間 は 午 前

1 0時

か ら 午 後 ５ 時 ま で 。　 「 ブ ッ ク リ サ イ ク ル 」は 、 事 前 に 市 民 か ら 寄 せら れ た 本 を 、 １ 人

1 0冊 ま

Ｄ Ｏ （ ほ ん や ら ど う ）  」の 伊 藤 明 己 さ ん の 話 を 聞く 。 午 後 １ 時 か ら で 、 定員 は

2 0人 。

　
映 画 「 モ リ の い る 場

所 」 上 映 会 は 、 午 後 ２ 時半 か ら ４ 時

1 0分 ま で 。 定

員 は １ ０ ０ 人 。　
県 立 大 の 学 生 に よ る 企

画 も 実 施 さ れ る 。  「 ほ んを さ が し て ！

　
た ん け ん

ビ ン ゴ 」  （ 午 後 １ 時 に 受付 終 了 ） と 、 図 書 館 や 本に 関 す る ク イ ズ に 挑 戦 す

山 口 赤 十 字 病 院 で 対 象 者 に 実 施
Ｈ Ｐ Ｖ ワ ク チ ン の 休 日 接 種１ ６ ・ ２ ４ 日

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

は 、

1 6日

が

1 3
日

（ 木 ）  で 、

2 4日 が

2 0

本 に ま つ  わ る 多  彩 な 催 し

「 読 書 の 秋 」 に 図 書 館 ま つ り1 6日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ １ 月 １ ２ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

2 1 1 1

1 1月

2 0日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車場 を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ）コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 料駐 車 場

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

1 １月

２ ０日  （ 木 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
初 め て の 参 加 で し た が 、

と て も 楽 し そ う に 遊 ん で くれ ま し た 。 近 い 年 齢 の 子 たち が い た の で 、 お 友 達 が でき て よ か っ た で す 。　
私 自 身 も 大 人 の 方 と 話 せ

て 息 抜 き に な り ま し た 。�

（ ペ ン ネ ー ム

　
み さ ん ）

前 回 参 加 者 の 声

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ 来 て

い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽に ご 利 用 く だ さ い 。

　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程

や 様 子 は 、 コ ー プ や まぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ でも チ ェ ッ ク で き ま す 。急 な 予 定 変 更 の 場 合 がご ざ い ま す の で 、 あ らか じ め ご 確 認 く だ さ いま す よ う お 願 い 申 し 上げ ま す 。

 １ 行 記 事　 山 口 日 英 協 会 が ３ ０ 日 （ 日 ） 午 後 １ 時 半 か ら 小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー で 音 楽 と 紅 茶 を 楽 し む 交 流 会 。 参 加 希 望 は 山 崎 さ ん （ ０ ９ ０ － ９ ０ ６ ７ － ６ ６ ６ １ ） へ 。
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「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞 「 ま た 来 て ね ー 」
瑞 風 の お 客 様 が 防 府 市 毛 利 庭 園 を 観 光 さ れ る コ ー ス が 決 ま り 、 多 く の 方 に 山 口 の
歴 史 や 良 さ を 感 じ て 欲 し い で す 。 多 く の 市 民 が 見 送 り し ま し た 。

撮 影 者 ： 岡 本 公 一 さ ん （ 山 口 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 4 年 1 1 月 4 日 　 撮 影 場 所: J R 防 府 駅 （ 防 府 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 5 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

認 定 書 を 持 つ 吉 住 さ ん

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら １ ０ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ ２ １ 件 、 死 者 数 ２ 人 、 負 傷 者 数 ２ ５ ２ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ６ 件 増 、 ５ 人 減 、 ９ 人 増 だ っ た 。

　

1 0月

2 1日 、 米 穀 店 ・ 小

野 商 店 （ 山 口 市 下 小 鯖 、
０ １ ２ ０

－

２ ７

－

０ ０

８ ４ ） に 勤 務 す る 吉 住 将さ ん  （

3 1）  が 、  「 五 つ 星 お

米 マ イ ス タ ー 」 に 認 定 され た 。 県 内 で は ４ 人 目で 、 同 社 の 小 野 昌 志 社 長も そ の 一 人 。 五 つ 星 マ イ

ス タ ー が ２ 人 在 籍 す る のは 、 県 内 で は 同 社 だ け とな る 。　
「 お 米 マ イ ス タ ー 」

は 、 日 本 米 穀 商 連 合 会 が主 宰 す る 、 コ メ の 専 門 知識 を 認 定 す る 制 度 。  「 三ツ 星 」 は 筆 記 試 験 で 合 否判 定 さ れ 、 最 高 位 の 「 五つ 星 」 は 試 験 官 と の 面 談に よ る 。  「 精 米 技 術 」  「 玄米 鑑 定 」  「 米 穀 商 品 説明 」  「 炊 飯 技 術 」  「 食 味 官能 評 価 」  「 米 穀 ブ レ ン ド技 術 」  「 炊 飯 指 導 技 術 」の

7項 目 を 評 価 さ れ 、 合

否 が 決 ま る 。 全 国 で 、 約５ ０ ０ 人 が 五 つ 星 認 定 さ

れ て い る 。　
山 口 市 生 ま れ の 吉 住 さ

ん は 、 ２ ０ １ ５ 年 ３ 月 に同 社 に 入 社 。 現 在 は 営 業本 部 長 を 務 め る 。  「 三 ツ星 」 は 入 社 ２ 年 目 に 取 得し た が 、  「 五 つ 星 」 に は昨 年 が 初 チ ャ レ ン ジ 。 惜し く も 涙 を の ん だ が 、 ２回 目 の 今 年 合 格 し た 。　 「 認 定 を 受 け た こ と も励 み に 、 こ れ か ら も 良 いコ メ づ く り に 日 々 頑 張 りた い 」 と 吉 住 さ ん 。　
同 社 で は 、

2 2日  （ 土 ）  と

2 3日  （ 日 ・ 祝 ）  の 午 前 ９ 時
か ら 午 後 ５ 時 ま で 、  「 メー カ ー 肥 料 相 談 会 」 を 開

　
維 新 大 晃 ア リ ー ナ （ 山

口 市 維 新 公 園 ４ ） で 、 二つ の 親 子 教 室 が 開 催 。 参加 料 は １ 組 ５ ０ ０ 円 。　 ［ コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン運 動 教 室 ~ 親 子 で 運 動 神経 を よ く し よ う ］

山 口 市

レ ク リ エ ー シ ョ ン 協 会 の中 田 徹 さ ん が 講 師 。

2 3日

は 幼 稚 園 年 中 ・ 年 長 相 当の 未 就 学 児 と そ の 保 護者 、 翌

2 4日 （ 月 ・ 振 休 ）

は 小 学 １ 年 か ら ３ 年 ま での 児 童 と そ の 保 護 者 が 対象 。 時 間 は 、 ど ち ら も 午前

1 0時 か ら

1 1時 半 ま で 。

定 員 は 各

2 5組 。 申 し 込 み

で 。　
［ 紙 し ば い と 親 子 ス キン シ ッ プ 体 操 ］

2 9日
　

（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら

1 1時 半

ま で 、 武 道 館 の 広 い 畳 の上 で 楽 し む こ と が で きる 。 対 象 は ２ 歳 か ら ４ 歳ま で の 子 ど も と そ の 保 護者 で 、 定 員 は

2 0組 。 申 し

込 み は フ ォ ー ム （ 二 次 元

催 。 生 産 者 は もち ろ ん 、 趣 味 で家 庭 菜 園 に 取 り組 ん で い る 人 たち も 相 談 に 乗 って も ら え る 。

は フ ォ ーム （ 二 次元 コ ー ドか ら ）

コ ー ド から ） で 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 3日  ︵ 木 ︶  ~

1 7日

︵ 月 ︶  :

秋 の 大 絵 画 展 ▽

1 4

日  ︵ 金 ︶  ~

1 2月

2 5日 :

お 歳

暮 ギ フ ト セ ン タ ー

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 7日
︵ 月 ︶  :

古 家 野 雅 紀 個 展

次 回 は 1 1 月 1 9 日 掲 載

︻  ﹁ 絵 と 言 葉 ﹂ 竹 本 高 義 作品 展 Ⅵ ︼

令 和 ７ 年

1 1月

1 8

日  （ 火 ）  〜

3 0日  （ 日 ）  、 山 口

市 熊 野 町 ニ ュ ー メ デ ィ アプ ラ ザ 山 口 ２ Ｆ 。 人 物 画を 中 心 に し た

2 4点 。 ０ ７

０ ４ ３ ９ ７ ０ ３ ６ ８

展
　 　

示

催
　 　

し

「 五 つ 星 マ イ ス タ ー 」 に 認 定
小 野 商 店 の 吉 住 将 さ ん

運 動 と 紙 芝 居  ・  体 操

維 新 大 晃 ア リ ー ナ で 親 子 向 け ２ 教 室１ １ 月

︻ ガ レ ー ジ セ ー ル 開
催 ！ ︼

1 1月

1 4日  （ 金 ）  、

1 5

日  （ 土 ）

1 0時 〜

1 5時 、 山 本

時 計 店 時 の 家 （ 宮 島 町 ４

－

1 7）

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
冬 眠 か ら 目 覚 め た く ま の

目 に 入 っ て き た の は 、 有 刺鉄 線 に 囲 ま れ た 大 き な 建 物で し た 。 冬 の あ い だ に 、 木は 切 り 倒 さ れ 、 機 械 が 次 々に 運 び こ ま れ 、 森 は 工 場 に変 わ っ て し ま っ て い た の です 。　
状 況 が の み こ め な い ま ま

立 ち つ く し て い る く ま を 人間 だ と 勘 違 い し た 工 場 の 人は 「 と っ と と

　
し ご と に つ

け 」 と 命 令 し ま す 。 く ま がい く ら 「 ぼ く は く ま で す 」と 言 っ て も 聞 き 入 れ て く れま せ ん 。 そ れ ば か り か 「 ほん と う に

　
く ま だ と い う ん

な ら 、 そ れ を

　
証 明 し な く

ち ゃ だ め だ ね 」 と ま で 言 われ ま す 。

つ は 、 く ま じ ゃ な い 」 と 受け 入 れ て も ら え ま せ ん 。　
く ま は ど う す る こ と も で

き ず 、 結 局 人 間 に 言 わ れ るが ま ま に ひ げ を そ り 、 作 業服 を 着 、 工 場 で 働 く こ と にな っ た の で す 。
「 ぼ く は

　
く ま の ま ま で

　

い た か っ た の に … … 」　
そ れ か ら の ち 、 こ の く ま

が ど う な っ た の か ― こ の 作品 は 、 そ れ を 読 者 に 問 い かけ る 形 で お わ っ て い ま す 。 　
と こ ろ が 動 物 園 の く ま に

は 「 ほ ん も の の く ま は 、 かこ い の 中 で く ら す も の だ 」と 言 わ れ 、 サ ー カ ス の く まに は 「 お ど り の で き な い や

ほ る ぷ 出 版 　 （ 2 0 2 4  年 新 版 ）
文 ： イ エ ル ク ･  シ ュ タ イ ナ ー
絵 ： イ エ ル ク ･  ミ ュ ラ ー
訳 ： 大 島 　 か お り 

ぼ く は く ま の
ま ま で い た か っ
た の に … …

2 7 1



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ １ 月 １ ２ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


